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自治労北海道本部女性部

道
本
部
女
性
部
で
は
、

「
く
ら
し
と
平
和
、
民
主

主
義
を
守
り
、
政
治
闘
争

に
結
集
す
る
取
り
組
み
」

と
し
て
、
７
〜
８
月
を

「
平
和
月
間
」
と
設
定
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、

地
本
、
単
組
で
反
戦
・
平

和
、
脱
原
発
な
ど
の
環
境

問
題
、
政
治
や
社
会
的
な

事
柄
に
意
識
を
持
ち
、
学

習
を
深
め
る
取
り
組
み
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
！

青
年
部
が
例
年
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
「
反
核
平

和
の
火
リ
レ
ー
」
。
今
年
も

７
月
17
日
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
単
組
の
取
り
組
み
と
し

て
毎
年
走
っ
て
い
る
方
も
い

る
の
で
は
？
！
（
詳
細
は
各

地
本
・
単
組
の
青
年
部
に
聞

い
て
く
だ
さ
い
）
。

平
和
月
間
の
取
り
組
み
と
し
て
リ
レ
ー

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
！
こ
の
リ
レ
ー

は
1982
年
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
青
年
た
ち
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、

昨
年
は
28
都
道
府
県
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
リ
レ
ー

運
動
は
「
語
り
継
ご
う
、
走
り
続
け
よ
う
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
象
徴
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
を

語
り
「
継
ぎ
」
、
平
和
の
火
を
灯
し
た
ト
ー
チ
を
手
か

ら
手
へ
「
つ
な
ぎ
」
、
み
ん
な
の
反
核
平
和
を
求
め
る

気
持
ち
を
心
か
ら
心
へ
「
結
び
」
ま
し
ょ
う
。

連
日
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
報
道
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
オ
キ
ナ
ワ
の
普
天
間
基
地
に
、
墜
落
事
故
を
た

び
た
び
起
こ
し
て
い
る
「
オ
ス
プ
レ
イ
」
が
配
備
さ

れ
、
10
月
に
は
本
格
的
な
運
用
が
開
始
さ
れ
る
見
通

し
で
す
。
原
因
不
明
の
墜
落
事
故
が
続
く
オ
ス
プ
レ

イ
の
配
備
は
、
沖
縄
の
人
々
の
暮
ら
し
を
破
壊
し
、

生
命
の
危
険
を
も
た
ら
し
ま
す
。
岩
国
基
地
や
キ
ャ

ン
プ
富
士
で
の
運
用
は
基
地
の
強
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
道
本
部
女
性
部
と
し
て
も
打
電
行
動
の
取
り
組

み
を
提
起
し
て
い
ま
す
の
で
、

各
地
本
・
単
組
総
支
部
で
の

取
り
組
み
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
（
取
り
組
み
期
間
は
、

８
月
24
日
（
金
）
ま
で
）
。

こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

反
戦
・
平
和
の
取
り

組
み
の
学
習
を
し
ま

せ
ん
か
？
！

連
合
で
は
家
庭
で
職
場
で
エ
コ
活
動
と
し
て
「
連
合

エ
コ
ラ
イ
フ
21
」
の
取
り
組
み
を
提
起
し
て
い
ま
す

（h
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参
照
）
。
ピ
ー
ク
カ
ッ

ト
ア
ク
シ
ョ
ン
や
環
境
家
計
簿
・
環
境
日
誌
を
活
用
し

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
な
ど
、
こ
の
夏
の
節

電
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
脱
原
発
・
節
水
・

安
全
な
洗
剤
の
使
用
な
ど
、
く
ら
し
に
関
わ

る
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
学
習
し
ま
せ
ん
か
？
！

※「オスプレイ打電行動」については発文403号で提起しています。最大限の取り組みのご協力をよろしくお願いいたします。
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６
月
23
日
、
札
幌
市
・
北

海
道
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
、

全
体
で
270
人
が
参
加
。
自
治

労
か
ら
65
人
が
参
加
し
た
。

集
会
で
は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
作
家
・
沖
藤
典
子
さ

ん
が
「
こ
れ
で
い
い
？
介
護

保
険
制
度
〜
わ
た
し
ら
し
く

生
き
る
た
め
に
〜
」
と
題
し

講
演
し
た
。

沖
藤
さ
ん
は
、
現
在
、
介

護
保
険
制
度
の
複
雑
化
し
て

い
る
こ
と
や
、
実
態
と
合
っ

て
い
な
い
制
度
で
あ
る
こ
と
、

介
護
職
の
労
働
負
担
に
つ
い

て
話
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
の
人
権
に

つ
い
て
は
「
私
た
ち
の
願
い

は
経
度
で
晩
年
を
生
き
、
一

日
で
も
長
く
我
が
家
に
い
た

７
月
16
日
、
大
江
健
三
郎

さ
ん
ら
９
人
の
呼
び
か
け
で

は
じ
ま
っ
た
「
さ
よ
う
な
ら

原
発
１
０
０
０
万
人
ア
ク
シ
ョ

ン
」
は
、
東
京
・
代
々
木
公

園
で
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地

か
ら
過
去
最
大
の
17
万
人
が

参
加
し
た
。
道
本
部
も
22
人

が
参
加
。
女
性
部
か
ら
戸
村

女
性
部
長
、
大
友
久
美
子
さ

ん
（
浜
中
町
職
）
が
参
加
し

た
。集

会
で
は
、
７
人
の
呼
び

か
け
人
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

集
会
と
併
行
し
て
３
つ
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
パ
レ
ー
ド
行

進
し
、
参
加
者
は
プ
ラ
カ
ー

ド
や
横
断
幕
、
う
ち
わ
な
ど

を
掲
げ
て
、
「
原
発
は
い
ら

な
い
！
」
「
再
稼
動
を
許
す

な
！
」
な
ど
と
ア
ピ
ー
ル
し
、

元
気
よ
く
行
進
し
た
。

集
会
の
詳
細
は
、
さ
よ
う

な
ら
原
発
１
０
０
０
万
人
ア

ク
シ
ョ
ン
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
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を

ご

覧

く

だ

さ

い
。

い
。
そ
の
た
め
に
は
生
活
援

助
が
必
要
」
「
暮
ら
し
・
生

活
を
守
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま

り
、
今
後
の
介
護
保
険
に
望

む
こ
と
と
し
て
軽
度
の
う
ち

か
ら
自
宅
生
活
を
守
る
介
護

保
険
制
度
、
安
心
の
で
き
る

入
院
や
退
院
支
援
、
看
取
り

の
納
得
の
い
く
指
針
の
提
示

が
必
要
だ
」
と
述
べ
た
。

６
月
２
日
、
札
幌
市
・
ホ

テ
ル
ノ
ー
ス
シ
テ
ィ
ー
で
開

催
さ
れ
、
全
道
か
ら
200
人
が

参
加
。
自
治
労
か
ら
54
人
が

参
加
し
た
。

基
調
講
演
で
は
「
不
平
等

社
会
日
本
を
考
え
る
〜
子
ど

も
の
視
点
か
ら
〜
」
と
題
し
、

名
寄
市
立
大
学
・
短
期
大
学

部
の
青
木
紀
学
長
よ
り
講
演

を
受
け
た
。
「
現
在
の
子
ど

も
の
貧
困
率
は
16
％
で
あ
り
、

貧
困
の
中
で
の
虐
待
、
医
療

を
十
分
に
受
け
る
こ
と
が
出

来
な
い
状
況
、
貧
困
で
あ
る

と
就
学
前
に
す
で
に
差
が
つ

い
て
い
る
、
子
供
の
福
祉
を

改
善
す
る
た
め
に
も
日
本
は

子
供
に
も
っ
と
お
金
を
使
う

べ
き
だ
」
と
話
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
５
つ
の
産
別
報

告
（
UI
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
・
サ
ー

ビ
ス
流
通
連
合
・
情
報
労
連

NTT
労
組
・
JP
労
組
・
労
金
労

組
）
を
行
い
、
最
後
に
連
合

北
海
道
の
渡
辺
男
女
平
等
局

長
が
「
一
人
ひ
と
り
が
安
心

し
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
、

組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組

み
に
全
力
を
上
げ
よ
う
」
と

ま
と
め
、
集
会
を
終
了
し
た
。

2012年７月６～８日、山梨県山中湖畔

で「第18回自治労青年女性中央大交流集

会」が開催され、道本部青年部から48人

が参加しました（集会の詳細は道本部Ｈ

Ｐ（７月10日記事）をご覧ください）

戸村女性部長も本部常任委員任務で

初参加！”文化班担当”として文化交

流で「限りなき躍進」をステージで歌

うなど、任務を果たしてきました。

講演や分散会など、全国の青年たちの

熱心な姿に感動したそうです。

大友久美子さん（浜中町職）からの感想
代々木公園から恵比寿駅まで１時間ほどかけて「原発反対」「再

稼働反対」等のシュプレヒコールをしながら行進しました。福島県

の方々が行進前からシュプレヒコールをしていました。「命を守れ」

「福島返せ」と。集会に参加してあまりの人の多さに驚きましたが、

これだけ多くの人が反対運動をしているのだと実感しました。札幌

でも10月に集会が予定されているそうです。ぜひ皆で「道民の安全・

安心を守れ！！」と大きな声で原発反対を訴えていきましょう。

▼軽快にお話しされ
る沖藤典子さん。


